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目 的 

	 女性に対する差別的態度には，それまで考えられていたよ

うな敵意的なもの(Hostile Sexism: HS)だけでなく好意的なも
の(Benevolent Sexism: BS)もあるという主張(Glick & Fiske, 
1996等)が登場して以来，HS よりも BS の方が女性に対する
悪影響が強いことを示唆する結果が多くの研究で報告されて

きた(Dardenne 他, 2007 等)。BS は両面価値的性差別尺度
(Ambivalent Sexism Scale; Glick & Fiske, 1996)によって測定さ
れてきた(日本語訳は宇井・山本,	2001)。今回，働く女性を

念頭に，好意的性差別態度を少ない項目で測定できる新しい

尺度の作成を試みた。	

	

方 法 

回答者	 ネット調査による 613名(女性 304名，20代から 50
代まで 10歳ごとに同人数になるように割り付けた)。2018年
3月実施。	
使用尺度	 1.新 BS：原尺度を参考に，3名の社会心理学者と
1名の英語圏文学研究者の討議により BSの 3概念(家父長的
態度，男女の差異，異性愛主義)に該当すると考えられる 21
項目とダミー1項目を作成した。なお，4名のうち 3名がジェ
ンダーを専門分野の一つとする。2. 原 BS (α=.875),	3. HS 
(α=.897), 4. SESRA-S (α=.905; 鈴木，1994)，5. Modern 
Sexism Scale (α=.800), 6. Old-Fashioned Sexism Scale (α
=.698; Swim他, 1995)。すべて 6件法。得点が高い方が差別的
(あるいは伝統的)であることを意味する。	

結 果 

	 発表者のうち 2 名が同一のデータに対して独立に分析を行
った。1名は 21項目について概念ごとに確認的因子分析を行
い，負荷量の低いものを削除していった(Amos25利用)。他の
1名は回答者の 80％以上が 6件法の片側に偏っている 6項目
を削除した 15項目について，概念も参考に，負荷量あるいは
共通性の低い項目を 1 つずつ削除しながら探索的因子分析
(最尤法，プロマックス回転)を繰り返した(HAD利用)。その
結果，両分析ともに表 1に示した 8項目が残った。概念的に
も妥当であると判断し，この 8 項目を採用することにした。
表 1は，この 8項目の探索的因子分析結果である(確認的因子
分析の適合度は CFI=.968, RMSEA=.062)。また，性別による
多母集団同時分析を行った結果，制約条件間の尤度比検定は

全て非有意であり，性別間で全パラメタが等しいモデルを許

容できると判断した(χ²=100.369, df=53, CFI=.963, RMSEA 
=.038; Amos25利用)。8項目(α=.806)の平均値について，男
女別に他の尺度との相関係数及び偏相関係数を算出した(表

2)。 
	

考 察 

新 BSは原 BSと強い相関があり，新 BSと他の尺度との相
関係数と，原 BS と他の尺度との相関係数に大きな差異は見
られなかった。HSを統制した時の偏相関係数に一部差異が見
られるものの，新 BS と他の尺度の偏相関の強弱のパターン
は，原 BS と他の尺度の偏相関の強弱のパターンと一致して

いた。これらのことから，新 BS について原
BS を外的基準とした場合の妥当性が確認さ
れたと言えよう。	
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